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神奈川県弁護士会
副会長　新倉 武

「紛争解決の『アイデア』を探して」
　前回の法教育センターニュースにて、サマースクー
ル2025についての紹介記事が掲載されていますが、私
もその日、午前中のディベート企画を見学しました。
そこでは、「校則で部活動への参加を強制することの
是非」「後期高齢者に対し運転免許の返納を義務付け
ることの是非」というテーマで、中高生の生徒さんが、
賛否いずれかの立場をランダムに与えられ、反対の立
場となった裁判官・検察官・弁護士の法曹三者との間
で議論を交わしていました。
　生徒側からは、社会背景を前提とした的確な指摘が
次々となされ、法曹側も、日々の業務を彷彿とさせる
ような（本気の？）反論をしていたのですが、そうし
て議論が白熱していく中、ある生徒さんが、双方の主
張を踏まえた折衷的な解決案を提示しました。
　これは、自分の立場に沿った主張と反論を繰り返す
という本来的なディベートの流れからは、やや外れた
意見だったかもしれません。しかし、双方の主張を活
かす形で解決の方法を探ろうとするその意見を皮切り
に、場の議論の流れが変わったのを覚えています。
　それから程なく議論は時間切れとなりましたが、双
方の立場を踏まえた建設的な議論が最後にどこに行き
つくのか、時間が許せばいつまでも見ていたいという

思いでした。
　世の中の議論は、得てして「是か非か」ということ
を問われがちです。そうした場面では、往々にして自
己に有利な立論のみを展開しがちになり、結果的に「あ
ちら立てればこちらが立たぬ」という状況にしばしば
陥ってしまいます。
　しかし、価値観が多様化した現代社会において、そ
のように「是か非か」という二元論で単純化できるケー
スは、本来はほとんどないはずです。個々の価値観や
背景事情を前提に、問題の本質に目を向け、なおお互
いにとって望ましい解決方法があるのではないかと、
頭を悩ませてアイデアを必死に考え出す。こうした公
正と調和の思考こそが、「法」の考え方に他ならない
と思います。我々法曹は、司法の現場においても、そ
うした紛争解決の「アイデア」を追い求める努力を続
けていかなければならないと切に感じます。
　さて、当会のサマースクールは、2007年 8月に始まり、
途中コロナ禍での中止も挟みましたが、来年で20周年
を迎えます。改めて第 1回の時点での報告記事を振り
返ってみますと、参加された生徒さんから、「実際の事
件には被害者も実際にいるし、被告人にももっといろ
んな事情があるだろうし、そういうことを考えると裁
判は重いものだと思う」「道徳や心の面などいろんなこ
とをいっぱい学ばなくてはいけないんだということに
気付かされた」という感想が寄せられていたそうです。
　このように当会の法教育センターは、「法とは何か」
について、長年にわたって生徒の皆さんに伝え続けて
います。サマースクールから巣立って行かれた生徒さん
が、将来、民主主義の担い手として、あるいは法曹とし
て、社会の中で活躍されていくことを願ってやみません。
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　2025年 8 月22日、13時30分から 3時間、神奈川県立
総合教育センターにて「授業づくり研修講座（中学校・
高等学校）［社会・地理歴史・公民］～法教育の視点
と模擬裁判授業」を村松剛委員、藤江勇佑委員と一緒
に担当しました。また、司法修習生も 3名同席しまし
た。
　初めに、村松委員が、法教育の意義や法教育が扱う
具体的な内容（法の意義・役割、法形成過程、法制度、
法の基本原則、法の価値や法的な考え方）などについ
て、約25分間の講義をしました。言葉だけ見るとわか
りにくそうですが、かみくだいて説明されていてわか
りやすいものとなっていました。また、この後に続く
授業づくりや模擬裁判体験との関連、学習指導要領に
おける位置づけなどについても説明されており、法教
育の理論的・理念的な内容を具体的に理解できる素晴
らしい導入でした。
　次に、事前に準備してきた、ユーザーが特定のウェ
ブサイトを閲覧できないようにそのページへのアクセ
スを遮断すること（この手法をブロッキングといいま
す）を認めてよいかどうかという事例について、参加
者に「指導案の骨子（授業構想）」を作成してもらい
ました。そのなかで、利益の対立やトゥールミンモデ
ルなど、法教育の考え方をどのように使っていくのか
を実際に体感してもらえたように思いました。
　最後に、模擬裁判を行いました。弁護士 3名が裁判
官、検察官、弁護人役を演じ、冒頭手続から被告人質
問まで終えたのち、各グループで有罪か無罪かを検討
し、その結果を発表してもらいました。講評では、藤

江委員より、いわゆる「無罪推定」についての説明が
なされ、模擬裁判の事例ではどのようにあてはめてい
くのかが示されました。
　講座を終えたのち、今年もセンターの職員の方と講
座の反省会を行いました。今年も改善点が見つかりま
した。この次は、さらによい講座にできるのではと早
くも次回が楽しみになっています。
　毎年のことながら、準備段階から反省会まで、とて
も刺激的な時間でした。「法教育の視座に立って新た
な価値観やものの見方、考え方を身に付けることがで
きました」といった、我々が狙いとしていた嬉しい感
想ももらえました。今後も、自分自身が楽しみながら、
参加者にとってわかりやすく、また、有意義な取り組
みができればと考えていますので、是非多くの先生方
に受講していただければと思っています。

（法教育委員会委員　大城　基樹）

２

県教委夏期教員研修県教委夏期教員研修
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　2025年度、私たちは、中学校の教員と一緒に、中学

3 年で学ぶ公民的分野の授業づくりをしました（「授

業づくり研究会」と命名しました）。この取り組みで

特筆すべきは、札幌弁護士会を中心として、北海道の

弁護士・教員と協働し、Ｚｏｏｍを利用して授業案を

報告しあったことです。

　私が知っている限り、このような他の弁護士会と一

緒に授業研究をする取り組みは、全国で初めての試み

です。研究会は、 6月終わりから 9月上旬まで、およ

そ 2週間に 1回のペースで、全 5回開催されました。

　研究会の進め方は、まず発の教員から、「今の生徒

は、周り（他の生徒・教師・親など）との関係性に気

を遣っているし、周りから変に気を遣われる存在にな

りたくないと思っている者が多い。そのため、できれ

ば人と深い関わりを持ちたくなく、表面的な人間関係

しか築けない生徒が増えている。」という現状認識に

ついての話がありました。

　このような認識を踏まえ、神奈川班では、生徒の身

近な問題から授業を作ろうということになりました。

　そして、①生徒同士の様々な関わりの事例を通じて、

ルールとマナーの関係を考える授業、②ＳＮＳのトラ

ブルから子どもに対するＳＮＳ規制の是非を検討する

ことを通じて、表現の自由を考える授業、③普段発言

する際に気を付けていることを整理したうえで、自由

３

権に関する日本国憲法の規定や歴史を学びながら、自

由に考え発言することの社会的意義について考えさせ

る授業、これら 3つの授業案を作成・発表しました。

　今回の取り組みは、教員を通じて今の生徒の実情を

知る良い機会となりましたし、実情を意識しながら授

業をつくるという弁護士だけではできない経験を得る

ことができました。また、普段から教員と授業づくり

を続けている札幌班から発表された授業案は完成度が

高く、大変参考になりました。そして何より、教員や

他会の弁護士と活発に意見交換することによって大き

な刺激を受けました。研究会は、 1回あたり 1時間に

設定しましたが、毎回時間が足りませんでした。

　私にとっては、期の若い先生方と楽しくご一緒でき

たという副産物もありました。次年度以降もこのよう

な取り組みができたらいいなと思います。

（法教育委員会委員　村松　剛）

教員・他会と一緒に教員・他会と一緒に
授業づくり授業づくり
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　2025年 8 月 4 日、横浜地方検察庁にて「夏季教員研
修」が開催され、小・中・高校、特別支援学校から50
名の教員が参加しました。当日は、彌重仁也委員とと
もに「法教育」に関する講師を担当し、法教育の概要
や教育課程との関連（どの科目で実施しやすいか）等
について解説しました。授業実践例としては、「シュー
クリームの分配（配分的正義）」や「チケット高額転
売規制のルールづくり」といった多角的・論理的な思
考を促す教材のほか、「話し合い活動」や「調停」の
考え方についても紹介しました。
　事後の質疑応答やアンケートでは、小学校の教員か
ら「特別活動や個別支援学級での具体的な導入方法」
についての質問や、「話し合いの力が弱い児童へのア
プローチ」や「短絡的な行動を防ぐための思考の枠組
み」として、法教育が「考える力の基礎」になるとの
意見が寄せられました。また、持参した実践報告書
（伊勢山小学校での取り組み。法教育センターニュー
ス第30号、同31号参照）を休憩時間に熱心に読み込む
姿も多く見られ、具体的な指導案や教材提供への強い
ニーズを実感しました。

　法教育は法律の知識を教えるものではなく、社会的
な課題を解決する力を育むものです。今後も、現場の
先生方が授業に取り入れやすいよう、情報発信やワー
クショップの充実に努めます。

（法教育委員会委員　瀨川　智子）

「「夏季教員研修夏季教員研修」にて」にて
法教育の実践例を紹介法教育の実践例を紹介

４

　今年で法教育センタ
ー開設２０周年です。
２０年間、様々な立場
の方に法教育活動を発
信できたのは熱心に活

動を続けてくれた委員や協力をして頂いた
各機関関係者、学校関係者全ての皆様のお
かげです。これからも法教育活動を発信で
きるよう広報部会としても頑張っていきま
す。 （田丸明子）

　法教育センターは、法や司法に興味を持たれた方々に対して、
弁護士がそのお手伝いをするための窓口です。

法教育センターのご案内法教育センターのご案内
神奈川県弁護士会

裁判傍聴会 弁護士が裁判傍聴にご一緒し、裁判の説明を行
います。

出 前 授 業 弁護士が学校に行きご希望のテーマについて授
業をします。

模 擬 裁 判 皆さんが行う模擬裁判を弁護士がお手伝いします。

お問合せは
横浜市中区日本大通 9神奈川県弁護士会内
神奈川県弁護士会法教育センター
TEL 045－211－7711　FAX 045－211－7718
受付時間　月～金　午前9時～12時　午後1時～5時

こんなことを頼めます…こんなことを頼めます…

細貝　嘉満　　青木　康郎　　田丸　明子
河野　隆行　　服部　知之　　村上　貴久
押田　美緒　　大木秀一郎　　松浦ひとみ
伊藤　真哉　　岩崎　健太　　鈴木　翔

ホームページにアクセス！
各種お申し込みに関する詳細、法教育センター
ニュースのバックナンバーなど、法教育に関する
多くの情報を提供できるものとなっています。

神奈川県弁護士会ホームページ
（https://www.kanaben.or.jp）
にアクセス！

横浜地検


